
　

蛍
雪
会
会
員
の
皆

様
に
は
、
平
素
よ
り

本
会
及
び
母
校
の
発

展
の
た
め
に
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
、
衷

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

蛍
雪
会
総
会
は
、
毎
年
８
月
の
第
１
日
曜

日
に
行
わ
れ
、
還
暦
を
迎
え
た
卒
業
生
を
招

待
し
て
い
ま
す
が
、
毎
回
、
百
数
十
名
の
参

加
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
旧
交
を
温
め

る
機
会
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
る
こ
と
は

喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
今
後
と
も
、
ま
す
ま

す
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ

ま
す
。（
昨
年
度
の
総
会
の
詳
細
は
、
3
頁
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

さ
て
、
こ
の
蛍
雪
会
報
の
発
行
も
第
3
号

目
と
な
り
ま
し
た
。
創
刊
号
は
、
５
２
０
０

部
を
発
行
し
還
暦
以
上
の
年
齢
の
方
へ
、
第

2
号
は
１
６
０
０
０
余
部
を
全
会
員
に
配
送

し
ま
し
た
。
学
校
の
現
況
や
ク
ラ
ス
会
等
の

報
告
、
同
窓
生
の
活
躍
状
況
な
ど
を
伝
え
、

同
窓
生
同
士
の
交
流
・
親
睦
を
図
る
一
助
と

な
れ
ば
と
の
思
い
で
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

お
蔭
様
で
多
く
の
方
か
ら
好
意
的
反
応
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
会
報
を
縁
と
し
て
新

た
な
繋
が
り
も
生
じ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
よ
り
良
い
会
報
を
お
届
け
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
お
気
付
き
の
こ
と
が

あ
れ
ば
、
何
な
り
と
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
反
面
、
無
断
送
付
や
物
故
者
に
対
す

る
送
付
等
で
何
件
か
の
苦
情
も
寄
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
久
し
ぶ
り
の
会
報
発
行
の
た
め

名
簿
の
不
備
等
も
あ
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
徐
々
に
名
簿
等
の
整
備
も
進
み
つ

つ
あ
り
ま
す
の
で
、
出
来
る
だ
け
失
礼
の
な

い
よ
う
に
努
め
ま
す
。
ご
寛
容
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
境
高
校
は
来
年
、
創
立
90
周

年
を
迎
え
ま
す
。
90
周
年
で
す
の
で
、
さ
さ

や
か
に
な
り
ま
す
が
10
月
頃
に
式
典
を
行
う

べ
く
、
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
準
備
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
詳
細
は
会
報
第
4
号

に
て
お
知
ら
せ
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、
今

回
も
会
員
名
簿
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
依
頼
先
は
「
株
式
会
社
サ
ラ
ト
」で

す
。
前
回
の
平
成
20
年
の
発
行
以
来
、
10
年

が
経
ち
ま
す
の
で
変
更
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

「
サ
ラ
ト
」
よ
り
、
住
所
確
認
・
不
明
者
の

情
報
提
供
の
依
頼
等
の
ハ
ガ
キ
連
絡
が
届
く

か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
際
は
よ
ろ
し
く
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
窓
会
の
役
割
は
、
一
つ
に

は
、
同
窓
生
同
士
の
交
流
・
親
睦
を
深
め
る

こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
母
校
や
後
輩
た
ち
へ

の
後
援
、
と
創
刊
号
に
記
し
ま
し
た
。
前
者

の
活
動
と
し
て
は
、
総
会
の
開
催
、
同
期
会

・
ク
ラ
ス
会
へ
の
補
助
、
会
報
の
発
行
な
ど
、

後
者
の
後
援
活
動
と
し
て
は
、
奨
学
金
の
授

与
、
優
れ
た
活
動
を
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
へ
の

援
助
、
卒
業
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
な
に
せ
同
窓
会
費
が
、
卒
業
生

が
卒
業
時
に
終
身
会
費
と
し
て
納
め
る
会
費

の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
通
常
の
活

動
を
行
う
だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い
の
現
状
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
境
高
校
を
更
に
魅
力
あ
る
母

校
と
す
る
た
め
に
は
、
奨
学
制
度
の
充
実
・

部
活
動
へ
の
さ
ら
な
る
援
助
な
ど
が
大
切
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
我
々
卒
業
生
の

持
つ
力
の
余
力
を
、
母
校
・
後
輩
た
ち
に
振

り
向
け
て
い
き
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
賛
助
金
の
収
支
、
こ
れ
か
ら

の
賛
助
金
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
、
12
頁
に

記
し
ま
し
た
の
で
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
方

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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同
窓
会
の
皆
様

に
は
、
平
素
よ
り

本
校
教
育
活
動
に

ご
支
援
を
賜
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

境
高
校
は
、
御
存
知
の
よ
う
に
昭
和
3
年

に
茨
城
県
立
境
中
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
、

以
来
89
年
に
わ
た
り
2
万
名
を
超
え
る
あ
ま

た
の
人
材
を
送
り
出
し
て
お
り
、
卒
業
生
は

各
方
面
で
活
躍
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
来
年
度
の
平
成
30
年
に
は
創
立
90
周
年

の
メ
モ
リ
ア
ル
を
迎
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

さ
て
、
本
校
の
近
況
で
す
が
、
整
っ
た
恵

ま
れ
た
環
境
の
も
と
、
生
徒
達
は
落
ち
着
い

た
学
校
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
文
武
両
面
に

わ
た
っ
て
活
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
同
窓
の
先
輩
方
か
ら
続
く
境
高

校
の
良
き
校
風
で
あ
り
、
他
に
誇
れ
る
部
分

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
も
評

価
さ
れ
、
今
年
度
の
高
校
入
試
で
は
、
本
校

へ
の
志
願
倍
率
が
県
西
地
区
27
校
中
、
6
番

目
に
高
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
生
の
活
動
状
況
で
す
が
、
新
年
度
間

も
な
い
所
（
５
月
現
在
）
な
の
で
、
昨
年
の

本
校
生
の
活
動
に
つ
い
て
、
ご
報
告
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
部
活
動
で
は
、
運
動
部
で

は
、
陸
上
部
、
弓
道
部
、
水
泳
部
が
関
東
大

会
に
出
場
し
、
そ
の
他
の
運
動
部
も
県
大
会

に
出
場
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化

部
で
は
、
英
語
部
が
県
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
県
議
会
議
長
賞
を
、
吹
奏

楽
部
は
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
東
関
東
大

会
で
金
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。
ま

た
、
科
学
部
が
「
全
国
総
文
祭
」
に
お
い
て

自
然
科
学
部
門
の
県
代
表
と
し
て
発
表
を
し
、

８
月
に
は
日
本
科
学
未
来
館
で
開
か
れ
た

「
高
校
生
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
リ
サ
ー
チ
部
門
で
優
勝
を
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
12
月
に
も
「
げ
ん
で
ん
科
学
技

術
振
興
大
賞
」
高
校
の
部
で
大
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
写
真
部
も
関
東
大
会
に
出
場
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
町

お
こ
し
で
も
本
校
生
が
活
躍
し
て
く
れ
ま
し

た
。
例
え
ば
、
境
町
が
主
催
す
る
各
行
事
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
何
人
も
の
本
校
生
が
中
心

に
な
っ
て
活
動
し
ま
し
た
し
、
８
月
に
境
町

主
催
で
行
わ
れ
た
「
第
1
回
高
校
生
町
づ
く

り
ア
イ
デ
ア
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
も
本
校
生

チ
ー
ム
が
優
勝
を
し
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
町

が
実
行
に
移
し
て
く
れ
る
と
い
う
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
、
昨
年
度
以
上
に
、

い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
本
校
生
が
活
躍
し
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
今
春
の
卒
業
生
２
７
４
名
の
進
路

状
況
で
す
が
、
延
べ
数
で
は
国
公
立
大
学
18

名
、
私
立
大
学
３
０
２
名
、
短
大
・
専
門
学

校
86
名
、
就
職
28
名
（
う
ち
公
務
員
8
名
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
卒
業
生
達
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
校
の
使
命
は
、

「
生
徒
の
健
や
か
な
心
身
の
成
長
」
と
「
興

味
関
心
や
適
正
、
進
路
希
望
を
踏
ま
え
て
の

豊
か
な
進
路
実
現
」
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
護
者
の

皆
様
や
地
域
か
ら
本
校
が
信
頼
さ
れ
、
さ
ら

に
地
域
に
お
い
て
本
校
の
存
在
感
が
増
す
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
今
後
、

学
校
生
活
・
教
育
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ
て
、

皆
様
方
に
続
く
後
輩
達
が
本
校
で
学
ぶ
こ
と

に
誇
り
を
持
ち
、
将
来
有
為
な
人
材
、
グ
ロ

ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
と
し
て
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
、
そ
し
て
更
な
る
伝
統
を
積

み
重
ね
て
い
け
る
よ
う
、
職
員
一
同
、
力
を

尽
く
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
同
窓
会
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お

 
「
ご 

挨 

拶
」学

校
長　

岩
田　

隆

　境高校は、平成３０年に創立９０周年を迎えます。
その記念事業を行うにあたり、以下のように実行委員
会を立ち上げました。

実行委員長

酒井同窓会長
同副委員長

岩田校長、仲村同窓会副会長、初見PTA会長
書　　　記

石山同窓会副会長、稲垣（正）PTA副会長、
大久保PTA副会長

会　　　計
神坂守男同窓会副会長、稲垣（姿）PTA副会長、
荻野事務室長

監　　　査
猪瀬同窓会監査、木村同窓会監査、PTA顧問

事　務　局
野村同窓会校外幹事長、蒔田教頭、
染谷教務主任、小川渉外部長、井上校内幹事長
＊なお、90周年記念誌を発行する予定ですが、 その編
集委員長として野村校外幹事長、 編集委員として小川
渉外部長、他境高校の６人のOB職員に担当していただ
きます。

境高校創立９０周年実行委員会

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

境高校正門前
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去
る
平
成
28
年
８

月
７
日（
日
）、
境
町

ベ
ル
さ
か
い
に
て
境

高
校
27
期
生
（
全
日

制
）・
28
期
生（
定
時

制
）
同
窓
会
を
開
催
し
42
年
ぶ
り
に
多
く
の

同
期
生
と
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
思
い
出
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。
懇
親
会
に
先
だ
ち
同

窓
会
総
会
に
お
招
き
い
た
だ
い
た
酒
井
会
長

を
は
じ
め
関
係
役
員
の
皆
様
に
は
た
い
へ
ん

お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

い
わ
ゆ
る
『
境
高
校
還
暦
同
窓
会
』
は
毎

年
た
い
へ
ん
多
く
の
参
加
者
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
て
き
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
果

た
し
て
今
回
私
達
の
年
代
で
も
同
様
に
開
催

で
き
る
か
心
配
で
し
た
が
、
幸
い
に
も
１
２

３
名
も
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
賑
や
か
な
同

窓
会
に
な
り
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
準
備

に
あ
た
ら
れ
た
事
務
局
の
先
生
方
並
び
に
発

起
人
の
皆
様
に
は
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
一
人
一
人
が
自
己
紹
介
並
び
に

近
況
報
告
す
る
た
び
に
『
お
お
ー
っ
』、『
あ

ら
ー
っ
』
と
か
懐
か
し
さ
と
驚
き
の
声
が
か

か
る
な
か
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ぶ
場
と
な

り
ま
し
た
。
な
か
に
は
『
玄
関
フ
ロ
ア
か
ら

受
付
に
来
る
ま
で
誰
に
も
気
づ
か
れ
な
く
て

寂
し
か
っ
た
！
』
と
ぼ
や
い
て
笑
い
を
誘
っ

た
方
も
い
ま
し
た
。
参
加
者
皆
さ
す
が
に
高

校
時
代
と
は
風
貌
は
変
わ
り
ま
し
た
が
互
い

発
起
人
代
表　

飯
田　

進

還
暦
同
窓
会

　

平
成
28
年
8
月
7
日
（
日
）、境
町
ベ

ル
さ
か
い
に
お
い
て
総
勢
約
１
４
０
名

と
い
う
多
く
の
同
窓
生
の
参
加
を
い
た

だ
き
、
茨
城
県
立
境
高
等
学
校
の
同
窓

会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

境
高
校
同
窓
会
（
蛍
雪
会
）
で
は
、

昭
和
55
年
か
ら
毎
年
8
月
の
第
1
日
曜

日
に
、
そ
の
年
に
還
暦
を
迎
え
ら
れ
る

同
窓
生
の
方
々
を
招
待
し
、
総
会
そ
し

て
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
総
会
で
は
、
27
期
生
（
全

日
制
）・
28
期
生
（
定
時
制
）の
方
々
を

招
待
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
本
部
役
員
会
で
審
議
さ

れ
た
27
年
度
同
窓
会
事
業
報
告
、
会
計

決
算
・
監
査
報
告
、
28
年
度
事
業
計
画

・
会
計
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
議

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に

は
参
加
者
全
員
の
自
己
紹
介
や
近
況
報

告
が
行
わ
れ
、
数
十
年
ぶ
り
に
再
会
す

る
方
も
お
ら
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
懇
親
会
が
開
か
れ
、

尽
き
ぬ
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
恩
師

と
の
再
会
に
も
目
頭
を
熱
く
さ
れ
た
方

々
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
成
功
裏
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。  （
井
上
）

数
十
年
ぶ
り
の
再
会　

尽
き
ぬ
思
い
出

平
成
28
年
度
同
窓
会
総
会
報
告

に
会
話
を
交
わ
す
う
ち
に
往
時
の
友
の
姿
が

甦
り
、
ま
さ
に
青
春
時
代
に
だ
れ
も
が
想
い

を
馳
せ
懐
か
し
ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。
老

朽
化
な
が
ら
も
重
厚
で
威
厳
の
あ
っ
た
旧
校

舎
で
の
高
校
時
代
の
情
景
は
今
で
も
鮮
や
か

に
甦
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

思
い
出
や
近
況
を
語
り
合
っ
て
和
ん
だ
懇
親

会
で
の
楽
し
い
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
、
こ
れ
か
ら
も
再
会
す
る
機
会
を
ぜ
ひ

つ
く
り
た
い
そ
ん
な
思
い
を
つ
よ
く
し
な
が

ら
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
境
高
校
並
び
に
境

高
校
同
窓
会
の
益
々
の
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
還
暦
同
窓
会
の
お
礼
の
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平
成
28
年

　
４
月
１
日（
金
）　
同
窓
会
校
内
幹
事
打
ち
合
わ
せ

　
４
月
４
日（
月
）　
歓
送
迎
会　
本
部
役
員
出
席

　
４
月
７
日（
木
）　
入
学
式　
同
窓
会
会
長
・
本
部
役
員
参
列

　
５
月
23
日（
月
）　
関
東
大
会
壮
行
会
・
部
活
動
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
弓
道
部
女
子
団
体
・
陸
上
部

　
５
月
25
日（
水
）　
同
窓
会
総
会
発
起
人
会
（
第
1
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

高
校
27
・
28
回
生

　
６
月
22
日（
水
）　
同
窓
会
総
会
発
起
人
会
（
第
2
回
）

　
７
月
４
日（
月
）　
同
窓
会
本
部
役
員
会

　
７
月
22
日（
金
）　
全
国
総
文
祭
・
関
東
大
会
壮
行
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

部
活
動
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

科
学
部
・
水
泳
部
・
陸
上
部

　
８
月
７
日（
日
）　
同
窓
会
総
会

　
８
月
29
日（
月
）　
東
関
東
大
会
・
関
東
大
会
壮
行
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

部
活
動
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

吹
奏
楽
部
・
弓
道
部

　
10
月
12
日（
水
）　
関
東
大
会
壮
行
会
・
部
活
動
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

陸
上
部

　
10
月
25
日（
火
）　
同
窓
会
本
部
役
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

同
窓
会
奨
学
生
選
考
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　

 

同
窓
会
奨
学
生
奨
学
金
交
付
式
（
3
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

 （
月
額
７
０
０
０
円
）

　
11
月
８
日（
火
）　
総
文
祭
写
真
の
部
関
東
展
推
薦

　
　
　
　
　
　
　
　

 

部
活
動
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

写
真
部

平
成
29
年

　
２
月
28
日（
火
）　
平
成
28
年
度
同
窓
会
入
会
式

　
　
　
　
　
　
　
　
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

　
３
月
１
日（
水
）　
第
69
回
卒
業
式

平
成
28
年
度　

同
窓
会
事
業
報
告

平成28年度　境高等学校同窓会運営費　決算書

１.収入の部

２.支出の部

３.残　金

項　目 予算額 決算額 増　減 摘　要
会　費 1,485,000 1,479,600 △ 5,400 5,400円×274名
繰越金 2,149,724 2,149,724 0 前年度より
繰入金 0 0 0
雑収入 76 17 △ 59 利息、同窓会名簿代金、

卒業学年残金
合　計 3,634,800 3,629,341 △ 5,459

項　目 予算額 決算額 増　減 摘　要
会議費 200,000 41,300 △ 158,700 役員会議費等
総会費 350,000 272,836 △ 77,164 総会運営費等
事務費 30,000 14,148 △ 15,852 封筒等消耗品
通信費 30,000 6,478 △ 23,522 郵送料等
慶弔費 100,000 0 △ 100,000 香料等
餞別費 150,000 92,000 △ 58,000 転退出職員への餞別

同窓会補助費 150,000 70,000 △ 80,000 同窓会補助
卒業記念品費 450,000 368,280 △ 81,720 卒業記念品代
生徒活動費 800,000 169,007 △ 630,993 大学合格垂れ幕、部活動での高

校総体・関東大会祝・垂れ幕等
奨学金 252,000 252,000 0 奨学金用資金
予備費 1,122,800 0 △ 1,122,800
合　計 3,634,800 1,286,049 △ 2,348,751

2,343,292円は、次年度へ繰り越します。

収　入
支　出
残　高

3,629,341円
1,286,049円
2,343,292円（次年度へ繰越）

（単位：円）
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第
26
回
卒
業
生
、
元
３
年
１
組
の
ク
ラ
ス

会
を
、
平
成
28
年
７
月
３
日
に
西
泉
田
「
魚

功
」
に
お
い
て
正
午
よ
り
開
催
致
し
ま
し
た
。

昨
年
８
月
の
総
会
の
折
に
は
、
我
が
１
組
と

し
て
は
出
席
者
12
名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
前
回
を
上
回
る
19
名
の
参
加
者
に
よ

り
、
当
時
を
思
い
出
し
な
が
ら
旧
交
を
温
め

あ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

高
嶋　

春
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
都
木
と
し
子

　
　

日　

時　
６
月
５
日
（
日
）

　
　

会　

場　

す
ず
き
や

　
　

出
席
者　

25
名

　

一
昨
年
の
還
暦
同
窓
会
の
後
、
２
回
目
の

ク
ラ
ス
会
を
開
き
ま
し
た
。
取
り
と
め
の
な

い
話
を
ず
っ
と
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の

時
間
が
な
ん
と
楽
し
い
事
。
こ
ん
な
時
間
が

持
て
る
と
は
、
あ
の
頃
は
考
え
て
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

来
ら
れ
な
い
人
も
電
話
で
元
気
な
声
を
聞

か
せ
て
く
れ
、
担
任
だ
っ
た
秋
葉
先
生
も
張

り
の
あ
る
あ
の
声
は
、
昔
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

来
月
の
ク
ラ
ス
会
は
、
バ
ス
で
小
旅
行
に
行

く
予
定
で
す
。
楽
し
み
で
す
。

　

や
っ
ぱ
り
、
今
も　

変
わ
ら
ず
…
…
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

澄
江

　

今
年
２
月
25
日
に
、
昭
和
49
年
度
卒
業
３

年
７
組
の
ク
ラ
ス
会
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年

８
月
に
開
催
さ
れ
た
同
窓
会
総
会
で
集
ま
っ

た
の
を
機
に
、
暫
く
中
断
し
て
い
た
ク
ラ
ス

会
を
再
開
し
よ
う
と
い
う
話
が
出
て
計
画
が

進
み
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
総
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
や
、

卒
業
後
初
め
て
ク
ラ
ス
会
に
参
加
し
た
人
を

含
め
21
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
担
任
だ
っ
た

長
命
豊
先
生
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
予
定

で
し
た
が
、
体
調
を
崩
さ
れ
て
欠
席
だ
っ
た

の
は
残
念
で
し
た
。

　

卒
業
後
42
年
、
す
っ
か
り
風
貌
が
変
わ
っ

た
友
を
目
の
前
に
し
て
「
自
己
紹
介
を
…
」

と
の
声
で
、
一
人
一
人
近
況
を
報
告
し
合
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
話
題
に
の
ぼ

る
の
は
今
の
生
活
の
こ
と
で
は
な
く
、「
文

化
祭
に
は
男
子
が
女
装
さ
せ
ら
れ
た
ね
ぇ
。」

「
○
○
先
生
に
は
よ
く
怒
ら
れ
た
っ
け
。」

「
ア
イ
ツ
は
馬
鹿
な
こ
と
ば
か
り
し
て
た

な
。」
な
ど
、
高
校
時
代
の
思
い
出
ば
か
り
。

あ
っ
と
い
う
間
に
高
校
生
に
戻
っ
た
よ
う
な

気
持
ち
に
な
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に
ク
ラ
ス
会
を
続
け

る
こ
と
を
約
束
し
て
、
皆
少
し
若
返
っ
た
よ

う
な
気
分
で
散
会
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
8
月
7
日
（
日
）
ク
ラ
ス
担
任

第
26
回
３
年
１
組
ク
ラ
ス
会

同
窓
会
・
ク
ラ
ス
会
だ
よ
り

の
齋
藤
孝
雄
先
生
を
お
招
き
し
、
男
性
10
名

女
性
7
名
の
出
席
で
境
町
の
「
か
ご
や
」
に

於
い
て
、
7
年
ぶ
り
の
開
催
を
致
し
ま
し
た
。

同
窓
会
役
員
で
も
あ
る
齋
藤
先
生
よ
り
、
毎

年
8
月
の
第
１
日
曜
日
は
「
還
暦
を
迎
え
た

同
窓
会
の
総
会
」
が
、
開
催
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
会
の
企
画
と
し
て
・
卒
業
ア
ル
バ

ム
の
写
真
を
利
用
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
上

映
「
先
生
も
男
子
も
女
子
も
ス
テ
キ
（
笑
）」

仕
事
、
健
康
、
家
族
、
趣
味
な
ど
の
近
況
報

告
を
し
な
が
ら
、
美
味
し
い
料
理
や
お
酒
で

盛
り
上
が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
半

で
し
た
。

　

２
次
会
も
全
員
で
カ
ラ
オ
ケ
店
に
移
動
、

皆
、
熱
唱
、
熱
唱
、
歌
、
う
ま
！
次
は
「
還

暦
総
会
」
で
会
お
う
と
約
束
し
て
別
れ
ま
し

た
。

　
　

幹
事　

木
村　

染
谷　

西
東
（
さ
い
と
う
）

高
校
13
期
生
ク
ラ
ス
会

　

平
成
29
年
６
月
３
日
（
土
）

　
　

割
烹
す
ず
き
や

　
　
　
　
　
　
　

代
表
幹
事　

大
谷　

光
輝

高
校
14
期
生
ク
ラ
ス
会

　

平
成
28
年
10
月
20
日
（
木
）

　
　

か
つ
太
郎
総
本
店

　
　
　
　
　
　
　

代
表
幹
事　

鈴
木　
　

浩

高
校
15
期
生
ク
ラ
ス
会

　

平
成
28
年
６
月
５
日
（
日
）〜
６
日
（
月
）

　
　

長
野
県
千
曲
市
上
山
田
温
泉　

滝
の
湯

　
　
　
　
　
　
　

代
表
幹
事　

斎
藤　

孝
雄

第
27
期
ク
ラ
ス
会

第
26
期
ク
ラ
ス
会

第
29
回
３
年
３
組
ク
ラ
ス
会
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境
高
校
は
、
伝
統
あ
る
文
武
両
道
の

学
校
で
す
。
文
字
通
り
勉
学
だ
け
で
な

く
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
部
活
動
に
励
ん

で
い
ま
す
。
運
動
部
・
文
化
部
が
そ
れ

ぞ
れ
全
国
大
会
を
は
じ
め
、
関
東
大
会
、

コ
ン
ク
ー
ル
出
場
な
ど
毎
年
華
々
し
い

活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
も
例
外
で
は
な
く
、
運
動
部

に
お
い
て
は
、
陸
上
部
が
棒
高
跳
び
・

中
距
離
走
・
砲
丸
投
げ
で
、
弓
道
部
が

女
子
団
体
・
個
人
で
、
水
泳
部
で
も
バ

タ
フ
ラ
イ
で
そ
れ
ぞ
れ
関
東
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

【
陸　
上　
部
】

【
野　
球　
部
】

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

【
剣　
道　
部
】

県
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会　
五
十
嵐
祐
樹　
男
子
棒
高
跳
（
関
東
大
会
出
場
）

関
東
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会　

出
場　
　

五
十
嵐
祐
樹　

男
子
棒
高
跳

県
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
五
十
嵐
祐
樹　
男
子
棒
高
跳
（
関
東
大
会
出
場
）

　
江
連
は
る
か　
女
子
８
０
０
ｍ
（
関
東
大
会
出
場
）

関
東
陸
上
競
技
選
手
権
大
会　

出
場

　

江
連
は
る
か　

女
子
８
０
０
ｍ　

五
十
嵐
祐
樹　

男
子
棒
高
跳

関
東
高
等
学
校
選
抜
新
人
陸
上
選
手
権
大
会　

出
場

　

浅
野
颯
太　

男
子
棒
高
跳　

野
口
直
人　

男
子
砲
丸
投

全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
県
大
会　
3
回
戦
進
出

秋
季
関
東
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会
県
予
選
会　
出
場

関
東
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会
県
予
選
会　
ベ
ス
ト
32

全
国
高
等
学
校
総
体
サ
ッ
カ
ー
大
会
県
予
選
会　
ベ
ス
ト
32

全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
県
予
選
会　
ベ
ス
ト
32

関
東
高
等
学
校
剣
道
大
会
県
予
選
会
出
場　
男
子
団
体
・
女
子
団
体

全
国
高
等
学
校
総
体
剣
道
大
会
県
予
選
会　
女
子
団
体　
第
3
位　
男
子
団
体　
3
回
戦

 吹 奏 楽 部

 剣  道  部

 弓  道  部

 陸  上  部

部
活
動
大
会
等
の
主
な
成
績

平
成
28
年
度

　

ま
た
、
文
化
部
に
お

い
て
は
吹
奏
楽
部
が
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
金

賞
を
獲
得
し
、
県
代
表

と
な
り
全
国
の
場
で
活

躍
し
、
写
真
部
も
写
真

の
部
で
関
東
地
区
高
等

学
校
写
真
展
へ
出
展
、

英
語
部
で
も
茨
城
県
議

会
議
長
賞
を
獲
得
、
さ

ら
に
は
科
学
部
が
全
国

総
合
文
化
祭
に
お
い
て

自
然
科
学
部
門
で
優
勝

と
い
う
輝
か
し
い
成
績

を
収
め
ま
し
た
。
そ
の

他
の
部
活
動
に
お
い
て

も
素
晴
ら
し
い
成
績
を

収
め
て
い
ま
す
。
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【
弓　
道　
部
】

【
男
子
バ
ス
ケ
部
】

【
女
子
バ
ス
ケ
部
】

【
硬
式
テ
ニ
ス
部
】

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

【
男
子
バ
レ
ー
部
】

【
女
子
バ
レ
ー
部
】

【
卓　
球　
部
】

【
水　
泳　
部
】

【
吹 
奏 

楽 

部
】

【
写　
真　
部
】

【
美　
術　
部
】

【
科　
学　
部
】

【
英　
語　
部
】

【
書　
道　
部
】

県
勝
ち
抜
き
剣
道
大
会　
男
子
Ⅱ
部　
第
3
位　
優
秀
選
手　
小
野
澤
拓
哉

県
高
等
学
校
春
季
弓
道
大
会　
女
子
団
体　
4
位

関
東
高
等
学
校
弓
道
大
会　

出
場　

女
子
団
体　

田
﨑
柚
奈　

町
田
ゆ
い　

篠
﨑
友
梨

県
高
等
学
校
弓
道
個
人
選
手
権
大
会　
女
子
個
人　
9
位　
佐
藤
妃
夏

関
東
高
等
学
校
弓
道
個
人
選
手
権
選
抜
大
会　

出
場　

女
子
個
人　

佐
藤
妃
夏

関
東
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会　
出
場

全
国
高
等
学
校
総
体
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会　
出
場

県
高
等
学
校
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会　
出
場

関
東
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会　
ベ
ス
ト
16

全
国
高
等
学
校
総
体
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会　
ベ
ス
ト
16

県
高
等
学
校
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会　
出
場

県
高
等
学
校
新
人
テ
ニ
ス
大
会　
男
子
団
体　
ベ
ス
ト
32　
女
子
団
体　
ベ
ス
ト
16

県
高
等
学
校
新
人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
団
体
戦　
出
場

関
東
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会　
出
場

全
国
高
等
学
校
総
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会　
ベ
ス
ト
16

県
高
等
学
校
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　
出
場

関
東
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会　
ベ
ス
ト
16

全
国
高
等
学
校
総
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会　
ベ
ス
ト
16

県
高
等
学
校
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　
出
場

関
東
高
等
学
校
卓
球
大
会
県
予
選
会　
男
子
団
体　
6
位

全
国
高
等
学
校
総
体
卓
球
県
予
選
会　
男
子
団
体
5
位

県
高
等
学
校
春
季
水
泳
大
会　
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ　
第
2
位　
真
中
花
映

関
東
高
等
学
校
選
手
権
大
会　

出
場　

１
０
０
ｍ
、
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

菅
谷
奈
帆

東
関
東
高
等
学
校
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
Ｂ
部
門　

金
賞

県
高
等
学
校
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
Ｂ
部
門　

金
賞
（
県
代
表
）

県
高
等
学
校
吹
奏
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト　
銀
賞

県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
美
術
展
覧
会

　

写
真
の
部　

優
秀
賞　

3
年　

青
木
祐
里
（
関
東
地
区
高
等
学
校
写
真
展
へ
出
展
）

県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
美
術
展
覧
会　
デ
ザ
イ
ン
の
部　
入
選　
2
年　
田
上
明
日
香

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
自
然
科
学
部
門

「
茨
城
県
南
西
部
境
町
に
お
け
る
洪
水
予
測
図
と
そ
の
有
効
性
」

TH
IN

KER
S FES 2016 

10
代
プ
レ
ゼ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
リ
サ
ー
チ
部
門
優
勝

げ
ん
で
ん
科
学
技
術
振
興
大
賞
受
賞

英
語
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
県
大
会
（
Ｂ
部
門
）　
茨
城
県
議
会
議
長
賞

県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
美
術
展
覧
会　
書
道
の
部　
入
選　
荒
川
日
南

科　学  部 書  道  部

バスケ部バレー部



　

本
校
生
の
進
路
状
況
を
見
る
と
、
卒

業
生
の
約
60
％
が
大
学
へ
進
学
し
、
約

25
％
が
専
門
学
校
へ
進
学
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
務
員
を
含
め
た
就
職
希
望
者

も
約
10
％
ほ
ど
い
ま
す
。
浪
人
を
し
て

次
の
年
に
進
学
を
考
え
る
者
も
含
め
る

と
、
卒
業
生
の
65
％
く
ら
い
が
大
学
進

学
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

今
春
卒
業
し
た
生
徒
た
ち
は
、
18
人

が
国
公
立
大
学
に
合
格
し
ま
し
た
。
地

元
の
茨
城
大
学
に
は
5
人
が
進
学
し
て

い
ま
す
。
先
日
（
4
月
14
日
）
に
境
高

校
の
1
年
生
が
茨
城
大
学
を
訪
れ
た
の

で
す
が
、
5
人
と
も
集
ま
っ
て
く
れ
て
、

後
輩
た
ち
の
前
で
話
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
親
元
を
離
れ
て
い
る
者
も
多
く
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
4
年
間
の
大
学
生
活

に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
様
子
で
し

た
。
他
に
も
、
埼
玉
大
学
や
、
宇
都
宮

大
学
、
名
古
屋
工
業
大
学
や
滋
賀
県
立

大
学
な
ど
各
地
の
大
学
に
合
格
・
進
学

し
て
い
ま
す
。

　

私
立
大
学
で
は
中
央
大
学
や
法
政
大

学
、
東
京
理
科
大
学
や
獨
協
大
学
、
文

教
大
学
な
ど
、
関
東
の
大
学
へ
の
進
学

が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
浪
人
を

し
て
慶
應
義
塾
大
学
や
早
稲
田
大
学
に

合
格
し
た
卒
業
生
も
い
ま
し
た
。

　

大
学
生
と
な
っ
た
卒
業
生
た
ち
は
長

期
休
暇
に
は
帰
省
を
し
て
母
校
に
顔
を

出
し
、
一
回
り
大
き
く
な
っ
た
姿
を
見

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
員
志

望
の
生
徒
も
多
く
、
6
月
の
教
育
実
習

の
時
期
に
は
、
若
い
実
習
生
が
境
高
校

に
活
気
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
6
人
の
卒
業
生
が
教
壇
に
立
っ

て
教
育
実
習
を
行
う
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

専
門
学
校
で
は
看
護
医
療
の
道
へ
進

む
生
徒
が
多
い
の
が
境
高
校
の
特
徴
で

す
。
こ
の
よ
う
な
道
を
目
指
す
生
徒
た

ち
は
、
在
学
中
に
看
護
体
験
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
就
職
希
望
者
の
多
く
は

地
元
企
業
に
就
職
し
ま
す
。
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
警
察
や

消
防
、
自
衛
隊
に
合
格
し
、
地
域
の
安

全
を
担
う
使
命
を
持
っ
て
卒
業
し
て
い

く
生
徒
が
多
い
の
も
境
高
校
の
特
徴
で

す
。

　

今
後
も
、
生
徒
一
人
一
人
の
進
路
希

望
を
か
な
え
る
た
め
に
学
力
の
向
上
を

は
か
り
、
学
習
環
境
も
充
実
さ
せ
て
、

進
路
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

法政大学………4（1）
明治大学………1（1）
慶應義塾大学…1（1）
日本大学………1
専修大学………3
東京農業大学…2
獨協大学………10
大東文化大学…8（1）
大妻女子大学…2
帝京大学………5
北里大学………1
合計：309 人（15 人）

進　
路　
状　
況

進　
路　
状　
況

平
成
28
年
度

　〔国公立大学〕 
茨城大学……………5
埼玉大学……………1
宇都宮大学…………1
山形大学……………2
名古屋工業大学……1
高崎経済大学………2
都留文化大学………1
前橋工科大学………2
長岡造形大学………1
静岡文化芸術大学…1
滋賀県立大学………1

　〔私立大学〕
中央大学………1
東京理科大学…1
早稲田大学……1（1）
東洋大学………9（1）
駒澤大学………7
東京電機大学…9（1）
文教大学………10
国士舘大学……6
武蔵大学………1（1）
拓殖大学………3（1）
日本体育大学…2

過去５年間の大学進学状況（過年度卒＝浪人生も含む）
　　年　度　　　　　　国公立大学　　　　私立大学
平成２８年度卒　　　　　 １８　　　　　　 ３０９
平成２７年度卒　　　　　 １０　　　　　　 ２５９
平成２６年度卒　　　　　 １０　　　　　　 ２５９
平成２５年度卒　　　　　 １９　　　　　　 ２５１
平成２４年度卒　　　　　 １４　　　　　　 ２３５

（　）内は過年度卒

合計：18 人

※主なもの
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